
 令和６年度 朋友館（就労継続支援Ｂ型）事業報告 

≪施設の概要≫ 

◇ 名称及び所在地 

  『朋 友 館』  岩手県大船渡市立根町字下欠 125番地 14 

           TEL （0192）27-0077  FAX （0192）21-1632 

    『パン販売店』  岩手県大船渡市盛町字木町 12番地１ 

           TEL （0192）47-3689   

◇ 事業の種別 

   就労継続支援Ｂ型事業 

◇ 概 要 

   施設規模： 敷地面積 1,590㎡  床面積 460㎡（鉄筋コンクリート造平屋建） 

   施設内容：事務室・相談室・休憩室・男女更衣室・便所・身障用便所 

       機械室・多目的ホール兼食堂・作業室 3 

◇ 定員：３０名 

◇ 目 的 

利用者の意思及び人格を尊重し、利用者の立場に立った、適切かつ円滑な指定就労継続支

援（Ｂ型）の提供を確保することを目的とする。 

◇ 沿 革 

昭和 58 年 3月 1 日   身体障害者福祉作業所開設（ワカメ剣山加工、廃品回収）            

              大船渡市身体障害者協会運営 

昭和 60 年  6月      クリーニング事業開始 

昭和 61 年  3月      部品組立開始 

平成  5 年 4月 1 日    社会福祉法人大洋会と統合し、身体障害者(通所)授産施設 

                    「朋友館｣として開所 

平成 14 年  3月 3 1 日   海産物加工(ワカメ剣山加工)廃止 

平成 14 年 4月 1 日   その他(どん菓子製造・販売)開始 

平成 18 年 1 0月 1 日  就労継続支援Ｂ型事業所指定（定員 20名） 

平成 19 年 4月 1日   就労移行支援事業所指定（定員 6名） 

平成 20 年 4月 1日   製造部門（BDF製造、販売）開始 

平成 21 年 4月 1日   就労移行支援事業所定員変更（定員 8名） 

平成 22 年 4月 1日   自立訓練（生活訓練）事業指定（定員 6名） 

             気仙障がい者支援センター内 朋友館別館 開所 

  平成 24 年 4月 2 0日  パン製造事業 開始（B型） 

   平成 24 年 8月 1日   就労継続支援 B型事業 定員 25名に増員 

  平成 29 年 3月 3 1日  自立訓練（生活訓練）事業 廃止 

  平成 29 年 5月 1日    就労継続支援 B型事業 定員 30名に増員 

  平成 31 年 3月 3 1日  気仙障がい者支援センター内 朋友館別館 閉所 

平成 31 年 4月 1 1日  就労移行支援事業 実施拠点 朋友館に変更 



令和 02年 4月 11日  就労移行支援事業 事業休止 

令和 04年 3月 31日  就労移行支援事業 事業廃止 

≪組織図及び職員名簿≫  

◇ 組織図  
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◇ 職 員 名 簿  

職   名 氏   名 職   名 氏   名 

館      長 村 上   純 職業指導員 千 田 翔 平 

ｻｰﾋﾞｽ管理責任者（係長） 清 水   卓 職業指導員 井 上 雄 輔 

主任生活支援員 金 野 留 美 生活支援員（契約） 及 川 幸 子 

目標工賃達成指導員 倉 本 裕 二 職業指導員（契約） 佐々木 かおり 

職業指導員 千 葉 美 香 職業指導員（非常勤） 氏 家 綾 子（9月退職） 

職業指導員 細 谷 智 行   

１．行事・研修 

① 施設内研修  

月 日 研修内容 開催場所 参加者 備考 

 

1 
6 BCP（業務継続計画）の理解を深める研修 朋友館 8名  

13 BCP（業務継続計画）非常災害 机上訓練 朋友館 8名  

2 25 虐待防止研修 朋友館 10名  

3 
13 「食中毒予防について」 朋友館 9名  

29 BCP（業務継続計画）感染症対策 机上訓練 朋友館 6名  

※障がい者虐待防止（身体拘束適正化含む）に係る動画視聴研修 実施 

※感染症予防に係る動画視聴研修 実施 

② 施設外研修  

月 日 研修会名 開催場所 参加者 研修内容 
 

5 30 虐待防止・権利擁護研修会 滝沢市 1名 集合研修 



7 11 相談支援従事者初任者研修  1名 WEB受講 

8 25 クリーニング師研修会 大船渡市 3名  

9 27 安全運転管理者講習 大船渡市 1名  

10 
3 サービス管理責任者等基礎研修（講義） 盛岡市 1名 集合研修 

26 サービス管理責任者等基礎研修（演習） 盛岡市 1名 集合研修 

11 

2 法人虐待防止研修 大船渡市 全員 WEB受講 

21 
岩手県社会福祉協議会沿岸ブロック協議会 

第 2回職員研修会 
大槌町 1名 集合研修 

２．会議参加 

月 日 会 議 名 開催場所 参加者 内容 

 

5 

8 岩手県社会福祉協議会沿岸ブロック協議会総会 大槌町 1名  

13 気仙圏域ネットワーク会議 大船渡市 1名  

15 気仙地区自立支援協議会就労部会第 1回定例会 大船渡市 1名  

7 10 気仙地区自立支援協議会就労部会第 2回定例会 大船渡市 1名  

9 18 気仙地区自立支援協議会就労部会第 3回定例会 大船渡市 1名  

10 21 大船渡市ふるさと納税掲載事業者対策セミナー 大船渡市 1名  

11 13 気仙地区自立支援協議会就労部会第 4回定例会 大船渡市 1名  

1 15 気仙地区自立支援協議会就労部会第 5回定例会 大船渡市 1名  

３．実習・研修受け入れ状況 

月 日 施 設 名 参加者 内容 

6 17～28 気仙光陵支援学校高等部前期産業現場実習 1名 通所実績 1日 

9 30～10/11 気仙光陵支援学校高等部後期産業現場実習 1名 通所実績 0日 

４．利用者の状況 

 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計 

延人数 671 681 661 711 644 693 708 648 657 626 580 647 
7,927 

（人） 

利用率 76.3 74.0 73.2 77.3 79.1 82.9 78.9 79.6 75.2 75.6 80.6 76.0 
77.3 

（％） 

（１）実利用契約者数       39名 

（２）年間延べ利用者数 7，927名（1日平均利用者数 29.6名） （※5年度 7,980名、29.9人） 

（３）利用者新規契約者数    3名  

（４）利用者契約解除者数    4名 

（５）市町村別 

区 分 大船渡市 陸前高田市 住田町 計 

男 19 5 1 26 

女 12 1 1 14 

計 31 6 2 39 

（６） 年齢・性別  



（３）工賃支給状況  

区  分 人員 年間総支給額 月平均支給額 最高支給額 備考 

令和 4 年度 36名 14,817,100円 35,029円 67,700円 年間延べ支給対象者 423 名 

令和 5 年度 40名 14,750,500円 41,111円 72,400円 年間延べ支給対象者 463 名 

令和 6 年度 39名 14,749,800円 41,635円 70,000円 年間延べ支給対象者 459 名 

４．利用者の支援状況 

日々の就労支援事業については、各部門が横のつながりで徐々に連携を強化できる体制づくりに

励んでいることもあり、7 年度についてもさらなる体制の強化に力を入れていきたいと考えており

ます。また、教養娯楽活動ではバスハイクなど感染症対策を徹底しての外出行事に臨む機会もあり、

徐々にではありますが本来の活動内容を取り戻しつつある状態になってきております。今後につい

ても、利用者・職員共に健康管理とメンタルヘルスに留意しながら、一丸となった事業活動ができ

るように展開していきたいと考えております。 

(1)健康管理 

① 日々の取り組み 

送迎乗車前に今朝の検温状況を確認し、発熱症状や体調不良が生じている方については

利用を見合わせていただくなど、早めの対応が可能となるよう継続して取り組みました。

また、毎月１回、定例での血圧・体重測定を実施し、身体状況の観察に努めました。 

② 健康診断  

（6月 24日、7月 1日、8日、22日、29日、8月 5日、19日、26日、9月 2日、9日、 

30日）  

●所見あり(要保健指導)の診断の方は、それぞれのかかりつけ医療機関の受診を推奨していま

す。 

（２）生活指導 

基本的感染予防対策を講じていただきながら、余暇時間の有効な利用が図られるよう、家

庭との情報共有を図りながらの支援に努めました。 

教養娯楽活動 

・ ４月１２日  お花見食事会 

・ ４月１９日  お花見会(天神山公園) 

・ ９月２１日  スタミナ食事会(ワタミオーガニックランド)     

・１ １月 ２日  日帰り旅行＆ショッピング(イオン釜石店) 

・１２月２１日 忘年会 

区 分 18～29歳 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60～69歳 70歳以上 計 

男 8 6 4 1 4 2 25 

女 4 4 3 1 2 0 14 

計 12 10 7 2 6 3 39 

区分 平  均 最  高 最  低 

男 42.2歳 78歳 21歳 

女 38.0歳 68歳 19歳 



・ ３月２８日 自治会総会 

（３）就労支援 

    職場見学・企業実習については、実績はありませんでした。 

新年度は、機会の確保に努めたいと思います。 

（４）日課表                （５）苦情解決窓口 

月 ～ 金曜日    社会福祉法第８２条の規定により 

朋友館では利用者からの苦情に適 

切に対応する体制を整えておりま 

す。 

 

△苦情解決責任者 館長 村上 純 

△苦情受付責任者 係長 清水 卓 

          

★苦情受付件数  0件 

    （R6.4.1～R7.3.31） 

9：00 朝 礼 

9：05～10：15 作 業 

10：15～10：30 休 憩 

10：30～12：00 作 業 

12：00～13：00 昼 食 ・ 休 憩 

13：00～14：15 作 業 

14：15～14：30 休 憩 

14：30～15：30 作 業 

15：30～16：00 整 理 ・ 整 頓 

16：00 帰 宅 

５．就労支援事業の概況  

（１）概況 

全体では前年度比‐4.6％、175 万円の減収となりました。特にパン製造部門での影響が大きく、

体制変更が思うように進まず、地域に出向いての販売活動が展開出来ないなどの影響があり収入の

減少に直結しました。今後も商品製造のみならず請負作業においても原材料費、水道光熱費、燃料

費等の高騰が続くと見込まれるため、経費節減を念頭に利益化の図れる生産活動を展開していく必

要がありますが、最も優先すべきは利用者様と職員が心身ともに健康で、安心して就労支援事業活

動に取り組める環境を作ることだと考えます。今後は勤務体制を見直しのより収益が減少しても、

真に事業所としての横断的連携体制が構築できるよう新たな視点で生産活動に取り組んでいきた

いと思います。 

（２）クリーニング部門 

クリーニング部門では、前年度比＋3.8％、約 93万の増収となりました。新型コロナウイルス感

染症もまだまだ流行する時があるものの、コロナ禍以前に近い形で開催されたイベントも多く、多

くの観光客の来訪により、宿泊者の増加と新規宿泊施設の拡大に伴うタオル類の洗濯受注の増加に

よって収入を伸ばすことが出来ました。 

今年度の振り返りとして、設備面においてはボイラー及びコンプレッサーの設備が古くなってい

たので更新を行い火災や漏電による危険回避と作業の安定を図りました。洗濯の増加時には、延長

勤務体制を取るなど勤務体制に変化を持たせ対応する形としました。人員の面においては、途中人

員減となる時もありましたが、4 月と 3 月にそれぞれ１名の利用者が新たに加入したことにより、

個々の利用者の負担の軽減が図られました。品質の面（顧客からの苦情等）においては、高齢者施

設の私物変色、汚れ、枚数不足等の不具合品が発生し、変色においては弁償問題に発展してしまい

関係各位に多大なご迷惑をおかけする事態となりました。今後はこれら失敗を教訓として、より一



層品質の向上を目指して取り組んで参りたいと思います。 

新年度に向けては、①作業従事者への教育と作業指導等育成に力を入れる。②燃料・光熱費・材

料費等の経費を最小限に抑える。③価格未改定の顧客や業者に対して継続して値上げの交渉を行う。

④受注拡大に向けた設備投資についても検討を進める。など諸々の課題の解決に向けて取り組むと

ともに、今後も継続して感染症対策及び品質管理の徹底と効率化を図りながら、地域におけるクリ

ーニング需要を見出し、新規開拓に対応出来る体制の構築に努めたいと考えております。 

（３） 受託部門 

受託部門の作業収入は 1,995,284円となっている。前年と比べると 70万円の減収となっている。

要因としては基板組立作業の入荷量が激減し、新しい作業が来ても単価が低いこともあり減収の原

因として挙げられます。その他ダイレクトメール封入作業やラベル貼り作業も減少傾向にあります

が、短期集中型の取引先の作業を今年度も受注出来たことは、今後に繋がる成果であったと思いま

す。新年度に向けては、6 年度での減少分を補完すべく代替の作業の受注に向けて営業活動に注力

し、幅広い工程への対応が可能となるよう利用者の作業能力の向上に向けた作業指導に取り組み、

事業所全体の増収につなげられるよう環境づくりに努めたいと思います。 

（４）どん菓子部門 

どん菓子部門の作業収入は1,621,432円となり、前年度比＋13.3％、19万円の増収となりました。

新型コロナウイルスの感染拡大を防ぐため、これまで開催が縮小されていたイベントが従来の様に

再開されていること、また、大船渡温泉・大力水産・大船渡市生協の新規委託販売が開始されたこ

と、さらに、委託移動販売の開始及びふるさと納税の受注量が少しずつ増えてきたことが、要因と

考えられます。 

今年度の課題であった製造回数を増やしていくことについて、利用者様を２名配置し、作業指導

や作業能力の開発、生産効率の向上により製造回数を増やさなくても対応することが出来ました。 

現在、商品を検査依頼しており、賞味期限を延長することが可能となれば、ある程度在庫を抱え

ることが出来、商品の日付管理がし易くなると同時にレギュラー商品以外もイベントに向けた多種

類の生産が可能となるため、より生産効率を上げることが出来ると考えております。 

今後も引き続き、細分化した各工程に携わる利用者様の確保に向けて、計画的な作業配置と作業

指導を実践し、作業能力の向上を目指した支援を継続していきたいと考えております。 

（５）製パン部門 

 今年度の年間の総収入額は 1,356 万円となり、過去最低額（1,400 万円）となった一昨年度を下

回る結果となりました。パン店舗が閉店したことによる減収に加え、パン部門のパート職員が立て

続けに 2名退職したことにより生産・販売体制が整わず、訪問販売が月 2回程度しか実施できなか

ったことが大きな要因です。 

 令和 7年度は職員の勤務負担軽減のため、早番出勤が 4時 45分から 6時 45分へと変更となりま

したが、それにより取引先への納品時間が大幅に遅れることにより、注文の中止や削減が相次いで

おり、大幅な減収が予想されます。地域からの需要は根強いことから、生産体制を再確立し、売り

上げにつなげていきたいと考えております。 

 

年 度 総 収 入 クリーニング 受託部門 パン どん菓子 

4 年度 41,819,341 円 22,839,386 円 3,609,191 円 14,319,417 円 1,051,347 円 



5 年度 44,585,923 円 24,718,880 円 2,714,507 円 15,722,114 円 1,430,422 円 

6 年度 42,829,447 円 25,649,354 円 1,995,284 円 13,563,377 円 1,621,432 円 

構成比 100％ 55.4％ 6.1％ 35.3％ 3.2％ 

６．防災状況 

主 副 班 別 係 長 班    員 任   務 

隊
長
（
館
長
）
村
上 

純 

副
隊
長 

 

指 揮 村上 純 （清水 卓） 全体の指揮・統括 

通報連絡 及川幸子 金野留美 消防署・関係機関への連絡 

消 火 細谷智行 清水 卓 初期消火活動にあたる 

避難誘導 倉本裕二 
金野留美 千田翔平 

井上雄輔 佐々木かおり 
利用者の避難誘導にあたる。 

救 護 千葉美香 佐々木かおり 負傷者の応急手当を行う。 

各部屋火気・戸締り責任者 

箇   所 責任者氏名 箇   所 責任者氏名 

作業室１ 倉本 裕二 医務室 清水 卓 

作業室２ 金野 留美 事務室 清水 卓 

玄関 清水 卓 （旧）厨房室 金野 留美 

多目的ホール 及川 幸子 女子更衣室 千葉 美香 

休憩室 及川 幸子 女子トイレ  千葉 美香 

機械室 倉本 裕二 男子更衣室 井上 雄輔 

相談室 金野 留美 男子トイレ 井上 雄輔 

どん菓子作業室 千葉 美香 身障用トイレ 井上 雄輔 

パン工場 千田 翔平 外回り全般 細谷 智行 

 

訓練実施状況 

第１回目  

実施日時 
令和 6年 6月 28日（金） 

13時 50分～14時 15分 
訓練種別 

避難訓練 

消火訓練 

通報訓練 

想定 火災訓練 避難場所 第一避難所 



訓練内容 

＜クリーニング室の給湯ボイラーより出火＞ 

・身体障がいや高齢の利用者が多いため、避難に時間を費やすことを想定し、適

切な場所からの避難誘導にあたる。 

・消火班は初期消火を速やかに行い、鎮火、もしくは被害拡大を防ぐことを目標

とする。万が一、避難誘導に遅れが生じた場合、消火班は利用者の避難誘導を

最優先とする。 

・通報係は速やかに消防署へ連絡する。救護係は必要に応じて対応。 

・避難場所へ誘導後、利用者全員の安全を確認する。※各部門の担当職員が人数

確認をし、隊長（館長）へと報告する。 

・自衛消防隊隊長（館長）より今回の訓練の総評をし、訓練の一切を終了するも

のとする。 

第 2回目  

実施日時 
令和 6年 10月 1日（火） 

14時 00分～14時 20分 
訓練種別 避難訓練 

想定 土砂災害 避難場所 第一避難所 

訓練内容 

 局地的豪雨により、裏山で土砂災害が発生する。施設手前で土砂崩れは収まっ

ているものの、さらなる被害が拡大する恐れがあるため、速やかに避難を開始す

る。 

・身体障がいや高齢の利用者が多く、避難に時間を費やすことが想定される。適

切な非常口から早急に避難誘導にあたる。 

・2 次災害に備え、車椅子やリフト付きの車両を確保し、すぐに対応できるよう

に準備しておく。また、怪我人に応急処置ができるように救急箱を忘れずに携

帯する。 

・第 2 避難場所（福祉の里センター）へ誘導・車両にて移動後、利用者全員の安

全を確認する。各部門の担当職員が人数確認をし、隊長（館長）へと報告する。 

・隊長（館長）より今回の訓練の総評をし、訓練の一切を終了するものとする。 

 

第３回目 

実施日時 
令和 6年 12月 19日（木） 

14時 00分～14時 15分 
訓練種別 

避難訓練 

消火訓練 

通報訓練 

想定 火災訓練 避難場所 第一避難所 



訓練内容 

＜ボイラー室ボイラーより出火＞ 

・身体障がいや高齢の利用者が多いため、避難に時間を費やすことも想定される。

職員は出火場所を考え、適切な場所からの避難誘導にあたる。 

・消火班は初期消火を速やかに行い、鎮火、もしくは被害拡大を防ぐことを目標

とする。万が一、避難誘導に遅れが生じた場合、消火班は利用者の避難誘導を

最優先とする。 

・通報係は速やかに消防署へ連絡する。救護係は必要に応じて対応。 

・避難場所へ誘導後、利用者全員の安全を確認する。※部門ごとに職員が人数確

認をし、隊長（館長）へと報告する。 

・自衛消防隊隊長（館長）より今回の訓練の総評をし、訓練の一切を終了するも

のとする。 

第４回目 

実施日時 
令和 7年 3月 31日（月） 

15時 00分～15時 15分 
訓練種別 避難訓練 

想定 巨大地震、土砂災害 避難場所 第一避難所 

訓練内容 

＜大地震により、裏山で土砂災害が発生＞ 

・地震により施設建物が大きく揺れる。揺れが納まった後も、余震等で建物天井

が破損し、落下してくる恐れがあるため、速やかに避難を開始する。 

・身体障がいや高齢の利用者が多く、避難に時間を費やすことが想定される。適

切な非常口から早急に避難誘導にあたる。 

・2次災害に備え、車椅子やリフト付きの車両を確保し、すぐに対応できるよう

に準備しておく。また、負傷者に応急処置ができるように救急箱を忘れずに携

帯する。 

・第 2避難場所（福祉の里センター）へ誘導・車両にて移動後、利用者全員の安

全を確認する。各部門の担当職員が人数確認をし、隊長（館長）へと報告する。 

・隊長（館長）より今回の訓練の総評をし、訓練の一切を終了するものとする。 

７．苦情受付    

  1月 10日 利用者様およびご家族様より、利用時における職員の対応に対して事業所における

利用者支援について、大船渡市障害者虐待防止センター（地域活動支援センター星雲）に相談が

なされました。内容につい大船渡市障害者虐待防止センターより大船渡市に通知され、1 月 30

日、関係職員に対する行政（大船渡市・岩手県）の聞き取り調査が実施されました。2 月 18 日、

聞き取り調査の結果として、行政（大船渡市）より「障害者虐待事案に係る改善措置の実施につ

いて（通知）」の文書が発出され、利用者様およびご家族様からの相談・申し出に際し、事業所

の対応について不適切な支援の実態があったとの認定を受けました。3 月 7 日、事業所としての

利用者支援のあり方の改善に向けた具体的な取り組み方針を「障害者虐待事案に係る改善措置の

実施について」として文書にまとめ、大船渡市に提出し受領されました。3月 20日、利用者様お

よびご家族様に対し事業所としての今回の事案の経緯や支援対応のあり方について謝罪すると

ともに、今後の事業所・法人の改善にむけた取り組みについて説明させていただきました。以降、

計画に沿い事業所としての支援力向上と職員間の連携強化に向けた取り組みを進めております。 



８．まとめ 

今年度においては年度途中での職員の退職や配置部門変更など予期せぬ形での体制変更が必要

となり、生活支援および就労支援事業活動にも大きく影響が生じました。就労継続支援 B型事業所

として、就労への取り組みを介した利用者様それぞれの社会参加と自己実現を支える立場として、

利用者様が安心してやりがいを感じながら通所し、作業や行事などの活動をとおして喜びや楽しさ、

達成感を得られるような支援が十分に出来ませんでした。そのことを真摯に反省し、事業所として、

チームとしてより良い形に組織の風土を改善出来るよう誠心誠意取り組むとともに、利用者様に選

ばれるだけでなく、真に満足していただける支援の提供を目指し、職員個々の学びの機会を確保し

支援力の向上を目指して研鑽していくとともに、生産活動においても目指すべ事業所全体での横断

的連携の確立に向けてこれまで以上に意思疎通を図りながら取り組んでいきたいと考えておりま

す。 

 

 

 


